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997
この皺は、区内 の魯 道、都 遭、区通、自 動

瀟 辱用麌をあわせた道路総延長( 細 、元年4
月現在公 樂悪道 仙 隰本線でミ 茆よそ東泉駅
から山匸膵 の徳山駅 までの距離になります。
面積で 蚣 区の15% ・迦泡 書肆ちの 財産で叭y

いこいとふれあいの小空間
プ チ テ ラ ス が 完 成

「
ま
ち
か
ど
に
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
I

」そ
ん
な

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
空
間
づ
く
り
を
、
区
と
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
進
め
て

い
ま
す
。
名
付
け
て
「
プ
チ
テ
ラ
ス
」
。こ
の
4
月
、
区
内
で
、
は
じ
め
て
3

ヵ
所
の
プ
チ
テ
ラ
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

通園の道も少し安全になり ました( 関原一丁目プチテラス)

プ
チ
テ
ラ

ス
つ
て
?

フ
チ
テ
ラ
ス
と
は
、
ま
ち
の

中
に
つ
く
ら
れ
る
緑
の
ふ
広

場
。区
民
の
皆
さ
ん
に
愛
着
を

も
っ
て
む
ら
お
う
弌

足
立
区

が
独
自
に
考
え
山
し
た
言
葉
で

す
。フ

チ
テ
ラ
ス
事
業
は
、
防
災

生
活
圏
モ
デ
ル
事
業
、
細
街
路

整
備
事
業
な
ど
、
各
種
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
あ
わ
せ
て
進
め
る

ほ
か
、
バ
ス
停
付
近
、
駅
前
、

商
店
街
な
ど
区
内
の
あ
ら
ゆ
る

場
所
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

空
地
を
購
入
ま
た
は
借
り
上

げ
て
。
整
備
。
面
積
は
。
お
お

む
ね
2
0～
3
0
0
平
方
タ
ー
ト
ル
。

草
花
や
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
植

え
、
ペ
ン
チ
や
彫
刻
を
置
く
の

で
、
、氛
近
所
の
方
と
ゆ
っ
く
り

話
を
し
た
り
、
待
ち
合
わ
せ
す

る
場
所
に
適
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
小
さ
な
広
場
で

圦

区
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
で
き
れ
ば
、
環
境
や
防
災
の

向
上
の
面
で
も
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

新
し
い
道
し
る
べ
の
誕
生
で
す

(梅
田
六
丁
目
協
和
銀
行
前
プ
チ
テ
ラ
ス
)

立ち寄って楽しくお話 も
( 東和二丁目プチテラス)

3
ヵ
所

オ
ー
プ
ン

今
回
完
成
し
た
ば
か
り
の
プ

チ
テ
ラ
ス
は
、
関
原
一
丁
目
、

梅
田
六
丁
目
協
和
銀
行
前
、
東

和
二
丁
目
の
3

ヵ
所

。

関
原

一
丁
目
プ

チ
テ
ラ
ス

(関
原
一
丁
目
1
1
-
1
6
)
は
、

昨
年
7

月
、
区
が
建
設
し
た
関

原
一
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

に
住
ま
い
を
移
し
た
方
の
住
宅

跡
地

に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で

す
。
住
宅
密
集
地
の
中
、
車
が

通
る
と
、
立
ち
話
も
で
き
な
か

っ
た
場
所
で
し
た
が
、
プ
チ
テ

ラ
ス
が
で
き
、
安
心
し
て
話
が

交
わ
せ
る
、
ま
さ
に
語
ら
い
の

場
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た

、

隅
切
り
整
備
を
行
い
、
消
火
器

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

。6
2平
方

卜
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
も
、

交
通
安
全
。
防
災
対
策
の
大
き

な
助
け
に
な
り
ま
す

。

梅
田
六
丁
目
協
和
銀
行
前
プ

チ
テ
ラ
ス
(
梅
田
六
丁
目
5
-
1
3
)

と
東
和
二
丁
目
プ
チ
テ
ラ

ス
(
東
和
二
丁
目
2
0
-
3
)は
、

土
地
所
有
者
か
ら
土
地
を
借
り

て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

梅
田
六
丁
目
協
和
銀
行
前
プ

チ
テ
ラ
ス
は
、
円
筒
状
の
彫
刻

が
シ
ン
ボ
ル
。
こ
の
彫
刻
は
、

足
立
区
野
外
彫
刻
の
ま
ち
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
入
選
作
品
で
す
。

東
和
二
丁
目
プ
チ
テ
ラ
ス

は
、
道
路
と
の
段
差
を
つ
け
た

敷
地
を
花
壇
や
生
垣
で
囲
み
、

緑
の
ス
テ
ー
ジ
の
よ
う
に
。

い
ず
れ
も
、
殺
風
景
だ
っ
た

交
差
点
の
角
が
、
や
す
ら
ぎ
の

ス
ペ
ー
ス
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
月
末
に
も
本

木
小
学
校
バ
ス
停
前
に
プ
チ
テ

ラ
ス
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
、
バ
ス
を
待
つ
味
気
な
い
時

間
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

整
備
に

ご
協
力
を

区
と
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
、

今
後
も
、
区
内
各
地
に
プ
ラ
テ

ラ
ス
を
つ
く
り
、
憩
い
と
ゆ
と

り
の
空
間
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
区
の
平
成
2
年
度
予
算
で

は
、5
億
4
千
万
円
を
計
上
、5

ヵ
所
設
置
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
道
路
に
面
し
て
い
る

土
地
で
プ
チ
テ
ラ
ス
用
地
と
し

て
、
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
方
、

貸
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

緑
化
係
(・
。8
8
2
1
1
1
1
㈹
)
　

ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
公
社
・

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
(
酋
朗

7
7
6
1
)

常
磐
新
線
の
早
期
実
現
を

総
決
起
大
会
開
く

4
月
2
4
囗
、
足
立
区
を
含
む

沿
線
U
区
市
町
村
で
構
成
す
る

常
磐
新
線
建
設
促
進
都
市
連
結

協
議
会
主
催
の
、「
常
磐
新
線
建

設
促
進
総
決
起
大
会
」
が
浅
草

公
会
堂
で
開
か
。れ
ま
し
た
。

鈴
木
東
京
都
知
事
を
は
じ

め
、沿
線
住
民
約
千
3
0
0
人
が
集

ま
り
、連
輸
政
策
審
議
会
答
申

ル
ー
ト
(
秋
葉
原
卜
浅
亰
匚
卜
北

r
倥
-
八
潮
甲
筑
波
研
究
学

園
都
市
)
で
の
常
磐
新
線
の
y

期
実
現
を
図
る
こ
と
、お
よ
び

第
三
セ
ク
タ
ー
の
y
期
設
立
等

を
決
廠
し
、
国
な
ど
関
係
機
関

に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎

早

住
)
・
交
通
機
関
対
策
係
(
四
昵
1
1
1
1

㈹
)
へ
。

沿線住民1300 人が集 まりました

区
内
施
設
め
ぐ
り

参
加
者
募
集

観
光
協
会
主
催

日
時
・
集
合
場
所
6

月
7

冂

(
木
)
、
午
前
8

時
4
0分
・
本
庁

舎
(

千
住
)
前

主
な
見
学
先
(
予
定
)
し
ょ
う

ぶ
沼
公
園
、
郷
土
博
物
館
、

炎
天
寺

、
都
市
農
業
公
園
ほ

か
定
員
4
0

人

参
加
費

▽
観
光
協
会
会
員
=
・

1

沺
円

▽
会
員
以
外
…
2
千
円

※
当
口
現
地
支
払
い
(
い
ず
れ

も
昼
食
付
)

申
込
方
法
5

月
2
1日
(
月
)

午
前
8

時
3
0
分
か
ら
電
話
受

付
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観

光
協
会
事
務
局
(
中
央
本
町

庁
舎
・
商
工
振
興
課
内

四

鮒
5
1
9
1
)

花しょうぶ3000株
初夏の施設見学会

区主催
日
時
6

川
8
口
・
1
3口

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分

～
y
陂
4
時
ご
ろ
。

見
学
施
設

し
ょ
う
ぶ
沼
公

園
、
范
畑
硲
翁
閥
、
老
人

余
館
、
足
立
清
掃
丁
場
(
8
　

口
山
み
)
ほ
か

対
象
1
8
歳
以
L
の
区
民

定
員

卜
目
と
も
3
0人
(
抽
選
)

参
加
費

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
兒

宇
希
望
囗

、
住
所

、
氏
气
　

乍
齢
、
電
話
番
号
、「
施
設
見

学
会
希
望

」
と
明
記
(
往
復

(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
I
人
)

申
込
期
限
5

り
2
3
囗
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

杢
ぼ

∵

ふ
聴
係
(

〒
川
卜
住
1
-
4
　
-
1
8
{
l

皎
1
1
1
1

㈹
}

有
料
広
告
の
募
集

『
リ
ブ
・
イ
ン
(
く
ら
し
の
観
利
帳
)
』

区
で
は
「
リ
ブ
ーイ
ン
(
く

ら
し
の
便
利
帳
)
」を
1
年
お

き
に
発
行
し
、
区
内
全
世
帯

に
配
布
し
て
い
ま
す

。

こ
の
リ
ブ
ー
イ
ン
は
、
区

の
仕
事
や
施
設
な
ど
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
掲
載
し

、
7
月
中
旬

に
発
行
の
予
定
で
す
。

こ
の
中
に
、
企
業
な
ど
の

広
告
を
有
料
で
掲
載
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

広
告
掲
載
基
準

▽
掲
載

ベ
ー
シ
ー
:表
2

・

3
・
4
(

裏
表
紙
)

お
上

び
本
文
中
の
指
定

ペ
ー

ジ
。
希
望
の
ぺ
～
ジ
が
重

複
し
た
場
合
は
、
調
整
の

う
え
、
掲
載

マ
本
誌
サ
イ
ズ
ー
=
A
4
版

、

本
文
川
ペ
ー
ジ
(
予
定
)

▽
規
格
、
掲
載
料
・・・
右
下
表

の
と
お
り

▽
希
望
の
方
に
は
、
実
費
で

版
下
を
作
成
し
ま
す

※
2
色
は
本
文
と
同
色
。
色

は
未
定

。

掲
載
で
き
な
い
も
の

▽
リ
ブ
ー
イ
ン
の
公
共
性

、そ

の
品
位
を
損
う
ぉ
そ
れ
の

あ
る
も
の

▽
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
上

び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
第
2

条
に
掲
げ

る
営
業
に
該
当
す
る
も
の

▽
政

治
活
動
、宗
敦
活
動

、

意
見
広
告
、
個
人
宣
伝
に

か
か
わ
る
も
の

▽
そ
の
他
リ
ブ

ー
イ
ン
に
掲

載
す
る
広
告
と
し
て
妥
当

で
な
い
も
の

発
行
部
数
2
8

万
部

申
込
方
法

広
報
課
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え

、
郵
送
ま
た
は
直
接
窓

囗
へ

申
込
期
限
5

月
3
1日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

千

住
)
・
広
報
係
(
〒
1
2
0
　

千
住
1
-
4
1
1
8
{
1
8
8
2
　
1
1
1
1

㈹
}

掲載広告の規格・掲載料
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みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所　880- 5351 くらしの

情 報
本庁舎(千住) への
お問い合わせは……

( 882) 1111㈹

文

化

婦
人
大
学

7
期
生
募
集

女
性
問
題
に
対
す
る
理
解
を

深
め

、
地
域
に
お
い
て
自
ら
考

え

、
判
断
し

。
行
動
で
き
る
実

践
力
の
獲
得
を
目
指
し

。
婦
人

大
学
を
開
講
し
ま
す
。

意
欲
あ
る
女
性
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

。

日
程
・
内
容

表
1
の
と
お
り

(
宿
泊
を
含
め
全
2
4回
)

場
所

婦
人
総
合
t
y

タ
ー

対
取

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
女
性

定
S
4
0

人
(

抽
選
)

費
用

宿
泊
賢
5
千
円
程
度

、

書
籍
代
実
費
負
担

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢

、
職
業
、
電
話
番
号

。
希

望
理
由

、「
婦
人
大
学
参
加
希

望
」
と
明
記

申
込
期
限
5

月
2
2
日
必
着

豪
2

歳
か
ら
就
掌
前
の
お
子
さ

ん
の
保
育
を
し
ま
す

。
希
望
の

方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
(

フ
リ

ガ
ナ
)
。
生
年
月
日

、
性
別
を
(

ガ
キ
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
5

月
2
9日

。
午
後
6

時
3
0分
か

ら
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
婦
人
総
合
　

セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
3
梅
田
7
-
　

3
3
-
I

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内
　

脚
5
2
2
2
)

表1　 第7 期婦人大学日程表

※ 午後6時30分～8時30分( 宿泊研修、公開講座を除く)

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

点
字
入
門

日
時
6

月
7
日
～
7
月
2
6
日

(
毎
週
木
曜
旦

、
午
後
7
時

～
9

時

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

高
校
生
以
上

、4
0歳
未

満
の
方
で

、
点

訳
奉
仕
を
し

て
み
た
い
方
(
3
月
の
セ
ミ
ナ

ー
参
加
者
は
除
く
)

内
容

占一
宇
の
初
歩

講
師

神
山
貞
子
氏
(
日
本
点
字

図
書
館
)

定
員
4
0

人
(
先
着
順
)

賢
用

教
材
賢
実
賢
負
担

申
込
方
法

竃
話

□
カ
ヌ
ー
入
門

日

時
5

月
2
7
日

、6
月
3

・

1
7・
2
4日

、7
月
1

日
(
全
5
　

旦

、
各
回
と
も
午
前
1
0
時

～
正
午
(
用
天

決
行
)

場
所

越
谷
市
役
所
そ
ば

、
新

平
和
橋
下

対
象

高
校
生
以
上
の
泳
げ
る

人
講
師

松
田
輝
雄
氏

デ

ウ
ト

ド
ア
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
)

定
員
4
0

人
(
抽
選
)

一

用

沺
円
(
保
険
料
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名

、年
齢

、
カ
ヌ
ー

入
門
希
望
と
明
記

申
ゐ
期
限
5

月
2
0日
消
印
有

効
□
ビ

デ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
5

月
2
3
日
(
水
)
、
午
後

7
時
か
ら

題
名

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
や
っ
て

来

る
―
ヤ
ア
!

ヤ

ア
/
ヤ

ア
!

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
会
鳩
ヘ

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
込
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー
(
〒
a
西
新
#
1
1
4
　
-
1
7
　

沺
0
0
6
1
)

東
京
足
立

少
年
少
女
合
唱
団

団

員

募

集

ふ
贔

音
楽
の
美
し
さ
を
、
一

緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
▽
ジ
ニ
ア
ク
ラ
　

ス
ー
:
小
学
2
～
4
年
生
男
女
　

▽

シ
ニ
ア
ク
ラ
ス

…
小
学

5
・
6
年
牛
男

女
、
中
学
1
年

生
女
子

面
接

日
・
場
所
5

月
2
0
日

百
)

、
午
前
1
0時
か
ら

。
渕

江
小
学
校
音
楽
窒
(
練
習
所

も
こ
ち
ら

に
な
り
ま
す

。)

指
帯
者

薬
師
神
武
夫

費
用
(
月
額
)

▽
ジ

ご

ア
ク

ラ
ス
ー・一
千
円

▽
シ
ニ
ア
ク

ラ
ス
・・
・
2
千
汕
円

▽
そ
の

ほ
か
制
服
代

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え

、
面
接
日
に
保
零
者

同
伴
で
お
い
で
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
本
庁
舎
・
文
化

振
興
係
、
区
内
小
・
中
学
校
ま
た

は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

文
化
振
興
保
ま
た
は
、
事
務

局

薬
師
神
　

貎
3
2
3
　
2
(

夜
間
)

少
年
活
動
リ

ー
ダ
ー
講
座

キ
ャ
ン
プ
を
演
出
す
る

楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
す
た

め
に
。
キ
ャ
ン
プ
活
助
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

表
3
の
と
お
り

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
の
少
年
団
体
の
指

導
煮

少
年
団
体
活
動

に
興

味
の
あ
る
方

費
用

無
料
(
3

回
目
の
み
実

費
負
担
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

申
込
期
限
6

月
6

日

申
込
・
問

合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
ご

少
年
育
成
係

表3
少年活動リーダー講座

―キャンプを演出する―

時間はいずれも、午後7時～9時です。

教

育

夏 休 み

でかけてみましょう

塩 原 林間 学 園
上総湊健康学園

臨
原
林
間
学
園
と
上
総
墺
健

康
学
園
は

、
夏
休
み
期
間
中

、

一
般
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

塩
原
は
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、

野
外
学
習
等
の
合
宿
や
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
施
設

で
す
。
上
総
湊
は
海
水
浴
や
釣

り
の
ほ
か
、
近
く
に
は
マ
ザ
ー

牧
鳩

、
鋸
山

、
南
房
総
国
定
公

園

。
富
津
岬
な
ど
が
あ
り

、
家

族
連
れ
で
楽
し
め
ま
す

。

利
用
期
間
7
月
2
1
日
～
8
月
　

3
1日

亊

校
利
用
朋
間

、
館

内
作
業
日
を
除

く
)

※
た
だ
し

、
偲
康
学
園
に
つ
い

て
は
8
月
2
0日
ま
で

。

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

を
代
表
者
と
し
た
グ
ル
ー
プ

で
、
―
室
2
人
以
上
(
健
康

学
園
は
3
人
以
上
)
。い
ず
れ

も
未
成
年
者
の
み
で
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん

利
用
料
金

▽
大
人
・
;千

躪
円

▽
子
供
・
・・
叨
円

▽
食
事

(
朝
食
・
夕
食
)
…
大
人
千

沺
円

、
子
供
胴
円
、
堡

茹
　

円
(
希
望
者
の
み
、
偲
康
学

園
は
昼
食
な
し
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
利

用
施
設
名

、
宿
泊
数

、
代
表

者
の
住
所

、
氏
名

、
電
話
番

号

、
利
用
人
数
を
明
記
T
　

団
体
1
枚
に
限

る
)

申
込
期
限
6

月
5

日
消
印
有

効
公
開
抽
選
6

月
8

日
(
金
)
、

午
前
1
0時
か
ら
産
業
振
興
館

2
階
で
行
い
ま
す
。
結
果
は

返
信
用
(

ガ
キ
で
通
知

当
選
者
受
付
6

月
3
0
日
産
業

振
興
館
1

階
に
て

。
返
信
用

(
ガ
キ
の
指
定
時
間
で
番
号

順
に
受
付

※
空
部
屋
状
況
に
よ
り
7
月
2

日
か
ら
、
随
時
受
付
も
行
い
ま

す

。
希
望
者
は
直
接
係
へ
お
い

で
く
だ
さ
い

。

中
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
校
外
学
園
係

日
光
自
然
教
室

引
率
補
助
員
募
集

申
込

賢
格

教
員

免
許
取
得

者

、
年
齢
3
0
歳
位
ま
で

職
務
内
容

小
学
校
6
年

生
の

自
然
取
室
(
2

泊
3
日
)

の

引
率
補
助

勤
務
時
間

学
校
出
発
時
か
ら

帰
校
時
ま
で

餅
礼
金
3

万
6

千
円

問
合
せ
先

本
庁

舎
(
千
住
)
・

校
外
学
園
係

募
集
し
ま
す

足
立
区
奨
学
生

次
の
要

領
で
平
成
3
年
度
足

立
区
奨
学
生
(
育
英
賢
金
貸
付

者
)

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
賢
格

▽
足
立
区
内
に
引

き
続
き
1
　

年
以
上
居
住
す
る
方
の
子
弟

▽
都
内

ま
た
は
通
学
可
能
な

近
県
に
所
在
す
る
①
大
学
②

高
等
学
校
(
高
等
専
門
学
校

を
含
む
)
③
大
字
入
学
に
関

し
文
部
大
臣
が
個
別
に
指
定

し

た
専

修
学

校
(
高

等
課

程
)
の
い
ず
れ
か
に
在
学
し

て
い
る
方
(

平
成
3
年
4
月

入
学
予
定
者
を
含
む
)

▽
幸
粂
成
績
が
良
好
で
心
身

と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
　

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

の
困
羅
な
方

▽
同
種
の
栄
竇

金
を
ほ
か
か

ら
借
り
受
け
て

い
な
い
こ
と

募
集
人
員

▽
高
校
生
・・・
7
0人

▽
大
学
生
…
1
2
人

貸
付
額

▽
修
学
資
金
・
;高
佼

月
額
(
国
・
公
立
)
1

万
1
　

千
円
(
私
立
)
2
万
3
千
円

、

大

学
月
額
(
国
・
公
立
)
2
万

9
千
円
(
私
立
)
3

万
8

千

円

▽
入
学
準
備
金
・
・
高

校

5
万
円

、
大
学
1
0万
円

募
集
期
間
6

月
1
1日
～
2
9
日

申
込
先

▽
区
立
中
学
校
3

年

生
・
・・
各
中
幸
校

▽
そ
の
他
の
方
…
学
務
第
二
誄

振
興
係

貸
付
ヱ

ミ
者
決
定
9

月
下
旬

貸
付
開
始

平
成
3

年
4
月

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
佳
)
・

学
務
第
二
課
振
興
係

教
育
相
談

□
面
接
に
よ
る
相
談

日
時
毎
週
月
曜
日
y
土
曜
日
　

(
第
2
・
4
土
曜
日
、祝
日
を
　

除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
　

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー
、
綾
瀬

分
窒
(

纉
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

申
込
方
法

竃
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
▽
教
育
セ
　

ン
タ
ー
　
胴
9
5
3
1
　

▽
綾
瀬
分
室
　
貘
3
5
8
3
5
8
8

□
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
毎
週
月
曜
日
冫
金
曜
　

日
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
　

(受
付
は
4
時
3
0
分
ま
で
)

申
込
先
　

朏
7
8
6

こ
(
　
(

ヨ
、
ナ
ヤ
ム
ナ
)

□
出
張
教
育
相
談

5
月
2
1
日
～
8
月
3
1
日
ま

で
、出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
期
間
中
の
月
・
金
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時

鳩
所

鹿
浜
セ
ン
タ
ー

申
込

方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

敦
育
セ
ン

タ
ー
　
8
5
9
9
5
3
1福

祉

綾
瀬
福
祉
作
集
所

通
所
者
募
集

綾
瀬
福
祉
作
業
所
で
は

、
通

所
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

身
の
回
り
の
こ
と
が
で

き

、
就
労
意
欲
が
あ
り

、
ひ

と
り
で
通
所
で
き
る
1
5
歳
以

上
の
心
身
障
害
者
の
方

募
集
人
員

若
干
名

募
集
期
間
5
月
1
6
日
～
2
4
日

申
込
・
問
合
せ
先

綾
瀬
福
祉

作
業
所
　

郎
6
1
8
7 道

路
・
住
ま
い

都
営
住
宅
入
居

登
録
者
募
集

(
あ
き
家
・

新
築
地
元
割
当
分
)

都
営
住
宅
入
居
登
録
者
を
募

桑
し
ま
す

。
あ
き
家
に
つ

い
て

は

、
あ
き
家
が
出
し
だ
い
入
居

あ
っ
せ
ん
す
る
住
宅
と

、
す
で

に
あ
い
て
い
る
た
め

、
短
期
間

で
入
居
で
き
る
住
宅
が
あ
り
ま

す
。

募
集
登
録
者
表
2
の
と
お
り

用
紙
交
付
・
受
付
期
間
5
月
　

2
4
日
～
3
0
日

用
紙
交
付
鳩
所

本
斤
舍
・
都

市
計
画
課
管
理
係

、
ま
ち
づ

く
り
公
社

、
各
区
民
事
務
所

鯲
く
わ
し
く
は
、「
申
し
込

み
の

し
お
り
」を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
斤
舎
(
千
往
)
・

都
市
計
画
課
管
理
係

表2　募集登録者内訳

仕
事
と
経
営

ワ
ー
プ
ロ

講
習
会

日
時
6
月
4
日
～
1
5
日

(土
・
日
曜

日
を
除
く
1
0
日

間
)▽

午
前
コ
ー
ス
・・
・
午
前
1
0
時

～
正
午

▽
午
後
コ
ー
ス
ー・・

午
後
1
時
～
3
時

播
所

動
労
福
祉
サ
ー
ピ
ス
セ

ン

タ

ー
(
綬
瀬

プ
ル

ミ

エ

内
)

対
象

区
内
在
住
で
就
業
を
希

望
し

、
初
級
程
度
の
技
能
が

あ
る
方

定
員

各
コ

ー
ス
1
0
人
(
抽

選
)

費
用

教
材
費
(
2
千
円
程
度
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
電
話
番
号

、
希
望
の
コ

ー
ス
、「
ワ
ー
プ
ロ
講
買

幕
　

望
」
と
明
記
(

―
人
1
枚

、

必
ず
本
人
に
限
り
ま
す
)

申
込
期
限
5

月
2
2
日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

動
労
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
〒
S
　

綾
瀬
1
-
3
4
-
7
-

皿
　
　

鵬
3
5
8
4
)

西新井大師

健

康

健
康
教
室

肥
満
を
解
消
し
て

。
糖
尿
病

を
予
防
す
る
教
室
で
す
。

日
時
6
月
2
・
1
6
・
3
0
日
　

(
3
日
割
)
、午
前
9
時
3
0
分
　
～

午
後
1
2
時
3
0分

内
容
と
講
師

▽
楯
尿
病
の
知

識
と
そ
の
予
防
・
人

王
子
保

健
所
予
防
課
長

梶
山
純
一

氏

▽
糖
尿
病
予
防
い
}食
生

吊

・・
文
化
短
期
大
学

葛
木

み
ど
り
氏

▽
歯
周
病
か
ら

あ
な
た
の
歯
と
歯
肉
を
守

る

・・
白
本
歯
科
大
Z

胃

病

字

教
室

仲
谷
寛
氏

鳩
所

足
立
保
健
所

対
象

区
口

径

の
方

定
貝
3
0

人

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
　

顫
1
5
1

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

講
演
会

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
治
療
中

の
方

。手
が
ふ
る
え
る

な
ど
で

、

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

病
気
の
特
徴
や
治
療

に
つ
い

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

。

日
時
6

月
―
囗
(
金
)
、
午
後

2
時

場
所

足
立
保
健
所

対
象

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
治

療
中
の
方

お
よ
び
家
族

講
師

東
京
女
子
医
大
第
2

病

院
内
科
教
授

渡
辺
曙
雄
氏

定
員
3
0
人

賢
用

無
料

申
込
方
法

直
接
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
　

阨
4
1
5
1

講

義

子
ど
も
の

お
ね
し
ょ

日
時
5
月
2
9
旦
火
)
、午
前
　

1
0
時
～
n
時
3
0
分

矚
所

千
住
保
健
所

対
象
3

歳
以
上
の
子
供
と
そ

の
保
護
者

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

申
5
方
法

竜
話
予
約

※
保
育
室
を
用
意
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所
　

諷
4
2
7
7

5
0
歳健

康
診
査

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は

、

『
節
目
健
康
診
査
』
を
実
施
し

て
い
ま
す

。

診
亶
内
容

血
圧
測
定
・
心
一

図
一
眼
底
カ
メ
ラ
・
血
液
検

査
(
血
糖

、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
肝
機
能
等
)
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
冐
ガ
ン
検
診

対
象
5
0

歳
の
誕
生
日
を
む
か

え
た
方

麦
用

千
徊
円

※
日
程
は
個
別

に
通
知

し
ま

す

。

申

込
方
法

個
別

通
知
着

信

後

、
直
接
電
話
で
予
約

申

込
・
問

合
せ
先

各
保
健

所
・
保
健
相
談
所

ス
ポ
ー
ツ

足
立
区
民
体
育
大
会

「
一
輪
車

」

日
時
6

月
3

日
(
日
)
、
午
前

9
時
～
午
後
4

時
3
0分

堺
所

練
瀬
小
学
校

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

、
ま
た
は
連
盟
会
員

種
目
5
0

メ
ー
ト
ル
ス
プ
リ
レ

ト
、
3
0
メ
ー
ト
ル
ス
ラ
ロ
ー

ム
、
3
0
メ
ー
ト
ル
片
足

、
の

ろ
の
ろ
蕈
走
ほ
か

費
用

▽
小
学
生
り
高
校
生
・・・

崩
円

▽
一
般
・・
・
9
円

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
5

月
3
1
日

申
込
・
問
合
せ
先

一
輪
車
連

盟
事
務
局
(
若
江
　

即
5

9
8
8
、斉
藤
　

腦
8
8

1
8
)

防

災

特
殊
建
築
物
の

定
期
報
告

劇
場
・
ホ
テ
ル

ーマ
ー
ケ
ッ

ト
・
学
校
等
の
特
殊
建
築
物
は
、

維
持
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
鳩

合
、
大
き
な
災
害
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
殊
建
築
物

の
所
有
者
・
管
理
者
は
、
利
用

者
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
建
築
基

摩
法
で
は
、
所
有
者
・
管
理
者

に
対
し
、
専
門
技
術
者
に
よ
る

轜
物
の
岡
査
、
検
査
と
、
そ
の

結
果
報
告
を
す
る
よ
う
定
め
て

い
ま
す
。

平
成
2
年
度
の
報
告
対

象
建

築
物
は
表
4

の
と
お
り
で
す
。

報
告
書
等
提
出
・
専
門
技
術
者

等
問
合
せ
先

財
団
法
人
東
京

建
築
防
災
セ
ン
タ
ー
(
〒
旧

港
区
高
輪
2
-
1
5
-
1
9
高
輪

明
光
ビ
ル
5

階
　

彬
0
8
　
8
8

㈹
)

間
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

健
築
踝
事
務
調
整
係

表4　 定期報告の対象になる特殊建築物等( 平成2 年度)

注1. F ≧3 は 、3 階 以 上 の 階 で そ の 用 途 に 供 する 部 分( 100 ㎡ を 超 え る も の に 限 る 。)を 有 す る も の を 、A

は 、 そ の 用 重 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 をそ れ ぞ れ 示 す 。

2. 新 築 ま た は 改 築( 一 部 の 改 築 を 除 く 。) に 係 る 建 築 物 の 報 告 時 期 は 、 検 査 済 証 の 交 付 を 受 け た 直 後
の 時 期 を 除 く 。

※ 　5 階以 上 の 建 築 物 で 延 べ 面 積 が2000 ㎡ を 超 え る も の に 限 る 。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

蔵
書
の
点
検
等
の
た
め

、

休
館
し
ま
す
。

千

住
図
書
館
5

月
2
8
日

～
6

月
9
日

竹
の
塚
・
興
本
・
鹿
浜
図
魯

館
5

月
3
1囗
～
6
月
9
日

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

Ⅲ
4
6
4
6

こく みね

ねんきん

Q & A

Q
　
2
0
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の

人

は
全
員
、
国
民
年
金
に
加

入

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

、

と
聞
き
まし
た
。本
当
で
す

か
。

A
　
そ
の
と
お
り
で
す
。2
0

鮫
か
ら
6
0
療
ま
で
の
日
本
国

内

に
住
む
人

は
、
外
国
籍
の

人
も
含
み

、
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
助
け
合
い
の

制
度
で
す

。
国
民
全
員
が
加

入
し

、
支
え
合
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ

、
年
を
と
づ
た
時

、

陣
竇
者
に
な
っ
た
時
は
本
人

が
、
ま
た
、
本
人
死
亡
時
に

は
遺
族
が
、
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す

。

Q
　私
は
学
生で
す
し
、父

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す

。
私

た
ち
も
加入
し
な
けれ
ば
な

り

ま

せ

ん

か

。

A
　
昼
間
部
の
宇
生
や

、
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
の
老
齢
(

退
職
)

年
金
を
受
け
て

い

る
人
は

、
加
入
し
な
く
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん

。
ま
た

、
あ

な
た
の
お
父
さ
ん
の
よ
う
な

塰
i

金
の
加
入
者
や

、
共

済
集
金
の
加
入
者
は

、
国
民

年
金
に
改
め
て
加
入
手
続
き

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
①

区
役
所
へ
届
け
出
を
し
て
保

険
料
を
納
め
る
人

酋

営
業

の
人

、
無
職
の
人
な
ど
)
②

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
(

会
社
員
や
公
務
員
な

ど
)
③
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
の
加
入
者
の
挟
費
と
な
っ

て
い
る
妻
ま
た
は
夫
で

、
区

役
所
へ
年
金
の
届
け
出
を
し

た
人

。
以
上
3
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す

。

2
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の
方

は
こ
の
3
種
類
の

い
ず
れ
か

に
骸
当
し
ま
す
か
ら

、
全
員

が
4
0年
間
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し

、
昭
和
3
6

年
3
月

に
す
で
に
2
0歳
以

上
だ
っ
た
人
は

、4
0年
よ
り

短
い
年
数
に
な
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
原
則

と
し
て
6
5戚

か
ら

、
基
礎
年

金
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。あなたの相談室

問合せ先 足立区役所本庁舎(干住) 1階区民相談室
住 所 千住1- 4- 18　882- 1111 ㈹

困 ったこ と や心 配なこ とが あり ました ら 、気 軽にご 利 用く だ さい 。( 無 料・秘 密厳 守)

掲
示
板

□
地
域
巡
回
医
療
福
祉
相
談

儕
気
を
治
療
す
る
う
え
で

の
心
理
的
・

襲

葯

・
経
済

的
な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て

、

医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ

ー
、
医
師

、
理
学
康
法
士
等

に
よ
る
相
談
を
行

い
ま
す

。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
5

月
2
0日
(

日
)
。

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

鳩
所

青
年
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

東
京
都
医
療
社

会
事
業
協
会
　
5
2
7
　
2
-
4
7
3
2

、
東
京
都

衛
生
局
医
療
福
祉
相
談
室

5
1
1
1
(

内
線

2
8―
4
6
1
)

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、
1
団

体
I
事
業
、
3
カ
月

間
再
掲
戴
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
サ
ツ
キ
展
示
会
(
足
立
盆

友
会
)
5
月
2
6
日
～
2
7

日
、午

前
9

時
～
午

後
5

時
/

都
市
農
業
公
園
/

城
ノ

戸
　
a
3
0
3
9

☆
(
方
ヶ
原
(

イ
ク
6

月
1
7

日
(
日
)
、
雨
天
決
行
/

往

復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
一

話
番
号
を
明
紀
/

〆
切
5
月
2
2日
/

〒
1
2
1花
畑

―
-
3
3
-
8

佐
久
問
　

刪
0
9
8
9
(

昼
間
)

=
募
集
=

☆
い
け
ぱ
な
&
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
毎
週
水
曜
ま
た
は
木

曜
日
、
午
後
6
時
～
8
時
/

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
入
会
令
千

円
/
月
額
2

千
沺
円
/
小
圷

回
4
8
7
5
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集
ま
れ
!
!
ち
び
っ
子
太
公
望

葛
西
用
水
ち
び
つ
子
釣
場

「
ね
え
、
ほ
气

そ
こ
に
こ
ん

な
大

き
な
こ

い
が
泳
い
で
る

よ
'‘
目
を
輝
せ
な
が
ら
は
し

や

い
で
い
る
ち
び
っ
子
太
公
望
た

ち
。こ

こ
は
、
六
木
四
丁
目

、
葛

西
用
水
ぞ
い
に
あ
る
ち
び
っ
子

釣
場
で
す

。

休
み
の
日
に
は
、
自
分
の
場

所
を
確
保
す
る
の
も
た
い
へ
ん

な
く
ら
い
の
大
人
気
で
す
。

「
囗
曜
日
は
、
友
だ
ち
と
よ

く
來
る
ん
ぺ

釣
り
っ
て
楽
し

い
よ

」
と
小
学
3
年
生
の
中
山

健
一
君
。
今
日
の
成
果
は
と
聞

く
と

、「
ま
だ

匸
匹
も
釣
れ
て
い

な
い
け
ど
、
必
ず
釣
っ
て
帰
る

か
ら
さ
、
見
て
て
ひ

と
気
合

い
十
分
。

今
の
時
期
は
。

ど
い
」
や
ぶ

な
」
が
釣
れ
る
そ

う
で
す
。
腕
に
自

信
の
あ
る
ち
び
っ

子
、
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す

か
。

ご
利
用
案
内

対
象

ふ
・
中
学
生
と
お
と
し

よ
り
(
付
添
い
の
場
合
は
大

人
も
可
)

利
用
時
間

午
前
9
時
～
午
後

4
時
3
0
分
(
月
曜
日
は
休
み
)

交
通

東
武
バ
ス
亀
有
駅
北
口

⊥
(

ツ
木
都
住
間
桜
木
橋
北

詰
下
車

大 人 気 の ち び つ子 釣 場

花
の
香
り
で
い
っ
ぱ
い

中
川
北
小
学
校

春
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
秋
は

サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

示
菊
)
-
毎
年
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
す
る
中
川

北
小
学
校
の
校
庭
に
、
今
年
も

見
事
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

ま
し
た

。

同
校
は

「
花
を
大
切
に
し
、

生
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
学
校
全
体
で
花

の
栽
培

に
力
を
注
い
で

い
ま

す
。「

と
て
も
き
れ
い
に
咲
い
て

い
て
学
校
の
側
を
通
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
」と
近
所
の
皆
さ
ん

の
評
判
も
よ
い
よ
う
で
す
。

今
は
、
秋
に
向
け
て
サ
ル
ビ

ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
床

づ
く
り
。
「
秋
に
な
っ
て
花
が

咲
く
の
が
楽
し
み
ね
」
ぽ
や

く
狄
に
な
ら
な
い
か
な
」
と
子

供
た
ち
。
狄
に
は
赤
や
黄
色
の

花
た
ち
が
学
校
を
飾
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

手 入 れ に も余 念 が な い

‥ 一 一 一 一
今 年 も 咲 い た チ ュ ー リ ッ プ

まちのシンボル
を公園に

大境公園
彫 刻 除 幕 式

4
月
1
4
囗
、
大
境
公
園
で
伊

興
町
自
治
会
主
催
に
よ
る
彫
刻

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
彫
刻
は
、3

月
に
ま
ち

ブ
ヽ
り
公
社
が
開
催
し
た

呶

一
回
足
立
区
野
外
彫
刻
の
ま
ち

ギ
ャ
ラ
リ
ン

に
入
選
し
た
2

体
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
、
「
遼
(
り
ょ

う
)
」
レ
气
絆
(
き
ず
な
)
」。
い

ず
れ
も
、
地
元
の
方
が
審
査
に

汕
わ
っ
て
、
選
定
さ
れ
た
も
の

で
犬

。

「
遼
」
の
テ
ー
マ
は
「
末
末
・

若
い
女
(
ひ
と
匸

女
性
が
額
に

手
を
か
ざ
し
て
、
は
る
か
遠
く

を
見
渡
し
て
い
ま
す
。
ま
た
。

「
絆

」
は
「
母
子
(

む
や
こ
)
」

が
テ
ー
マ
で

、
活
発
な
子
供
を

お
母
さ
ん
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た

大
き
な
愛
で
包
む
姿
を
表
現
し

た
抽
象
作
品
で
す
。

渡
辺
梅
四
郎
自
治
会
長
は
。

「
ま
ち
を
挙
げ
て
、
彫
刻
を
設

置
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で

い
ま
す

。
芸
術
に
ふ
れ
る
チ
ャ

ン
ス
が
身
近
に
あ
る
こ
と
は
、

彑

し
も
す
ば
ら
し
い
で
す
ね

。」

と
話
し
て
い
ま
し
た

。

当
日
は
、5
0
0
人
の
方
が
参
加
。

第
十
四
中
吹
奏
楽
部
の
合
奏
や

苗
木
配
付
も
行
わ
れ
、
盛
況
な

除
幕
式
と
な
り
ま
し
た
。

彫刻「遼」 は公園の広場に

生
け
垣
づ
く
り

の
参
考
に

生
垣
見
本
園

区
で
は
、
道
路
に
面
し
た
部

分
を
生
け
垣
に
す
る
場
合
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

し
か
し

、
助
成
を
受
け
た
い

方
か
ら
、「
ど
ん
な
生
け
垣
が
い

い
の
か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ

が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

。
そ

こ
で
、
生
垣
見
本
園
を
つ
く
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

場
所
は
匸
(

月
二
丁
目
9

番

地

。
東
武

バ
ス
島
根
三
丁
目
か

ら
徒
歩
7

分
。
都
住
島
根
四
丁

目
ア
パ
ー
ト
の
北
側
で
す
。
都

市
計
画
道
路
整
備
の
た
め
先
行

取
得
し
た
、
わ
ず
か
2
7
0平
方
口

の
敷
地
で
す
が
、
整
備
が
始
ま

る
ま
で
の
間
、
有
効
活
用
を
図

り
ま
し
た
。

生
け
垣
の
見
本
は
、
ヒ
イ
ラ

ギ
、
サ
ザ
ン
カ
、
カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ
な
ど
の
1
3種
類
。
生
け
垣

の
つ
く
り
方
、
樹
木
の
選
び
方

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
P
R

板
も
設
置
し
ま
し
た
。

生
け
垣
づ
く
り
を
お
考
え
の

方
、
ち
ょ
っ
と
お
寄
り
に
な
っ

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
・

緑
化
係

酋
覡
―
―
-
1
㈹

生 け 垣 の 見 本 は13 種類

白 や 紫 紺

幾千もの
花しょうぶ

初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

花
し
ょ
う
ぶ
。
千
代
田
線
北
綾

瀬
駅
前
の
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
で

は
、5
月
下
旬
か
ら
6
月
下
旬

に
か
け
て
、
約
4
0種
、3
千
4
0
0

株
の
花
し
ょ
う
ぶ
が
咲
き
ほ
こ

り
、
毎
年
大
勢
の
人
々
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
の
あ
た
り

は
昔
、
し
ょ
う
ぷ
沼
耕
地
と
呼

ば
れ
、
野
生
の
花
し
ょ
う
ぶ
が

群
生
し
て
い
た
と
こ
ろ
。
現
在

の
し
ょ
う
ぷ
沼
公
園
の
花
し
ょ

う
ぶ
は
、
昭
和
4
8年
に
堀
切
し

ょ
う
ぶ
園
(
葛
飾
区
)
か
ら
株

分
け
し
た
江
戸
花
、
肥
後
花
、

伊
勢
花
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る

も
の
で
す
。

梅
雨
の
曇
り
空
の
下
、
白
や

紫
紺
の
幾
千
も
の
花
が
沼
一
面

に
広
が
る
姿
は
、
ま
た
格
別
の

美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。6
月
の

中
旬
が
見
ご
ろ
と
か
。
み
な
さ

ん
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

木々の緑 に映 える花しょうぷ

ハ
ン
ド
パ
ワ
ー
で
す

東
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー
の
手
品
お
じ
さ
ん

手
の
ひ
ら
に
乗
せ
た
コ
イ
ン

が
一
瞬
に
し
て
消
え
る
I

手

品
の
妙
技
で
す
。

東
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー
職
員

の
木
村
教
一
さ
ん
は
、
こ
の
手

品
を
児
童
館
や
学
童
保
育
室
の

子
供
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

指
に
寝
か
せ
た
割
り
ば
し
を

于
も
触
れ
ず
に
立
て
た
り
、
両

手
を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
縛
っ
た

縄
を
瞬
時
に
ほ
ど
く
縄
ぬ
け
な

ど
、
そ
の
技
を
目
の
前
で
見
せ

ら
れ
た
子
供
た
ち
は
、
そ
の
不

思
議
さ
に
興
味
津
々
。

「い
や
～
、教
え
る
な
ん
て

も
ん
じ
や
な
い
ん
で
す

。
テ
レ

ビ
な
ど
を
見
て

、
見
様
見
ま
ね

で
覚
え
た
も
の
を
セ
ン
タ
ー
で

催
し
物
が
あ
る
時
に
子
供
た
ち

に
見
せ
て
る
だ
け
な
ん
で
す
。

タ
ネ
明
か
し
を
す
る
と
子
供
た

ち
は
、
と
て
も
喜
び
ま
す
よ
」

と
木
村
さ
ん
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
手
先
の
器

用
さ
を
生
か
し
て
セ
ン
タ
ー
の

お
と
し
よ
り
に
手
芸
も
教
え
て

い
ま
す
。

物
を
消
し
た
り
作
っ
た
り
、

ま
さ
に

バ
ン
ド
パ
ワ
ジ

で

す
。

・
ど
う
ぞ
き
つ
く
縛
つ
て

く
だ
さ
い
」
木
村
さ
ん
の
縄

抜
け
の
妙
技

相
撲
部
屋
誕
生

玉
ノ
井
部
屋

ぐ
ぃ
ツ
、
バ
シ
ツ
、
大
き
な

身
体
が
ぶ
っ
か
り
合
う
。
午
前

7
時
過
ぎ
。
白
い
蔵
造
り
風
の

建
物
は
、
梅
田
四
丁
目
の
大
相

撲
の
玉
ノ
井
部
屋
で
す
。

こ
の
部
屋
は
、
元
関
脇
栃
束

の
玉
ノ
井
親
方
が
、
春
日
野
部

屋
か
ら
独
立
し
、開
い
た
も
の
。
4

月
3
0日
に
は
、
横
綱
千
代
の

富
士
関
な
ど
を
招
い
て
の
土
俵

開
き
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

幕
下
の
栃
日
岳
を
は
じ
め
、

お
弟
子
さ
ん
は
7
人
、
一
番
若

い
人
は
1
5歳
。

「
萼
い
人
に
、
昔
そ
の
ま
ま

の
指
導
方
法
で
は
ダ
メ
。
私
た

ち
の
考
え
方
も
変
わ
ら
な
け
れ

ば
」
と
は
、
わ
か
り
や
す
い
指

導
で
定
評
の
あ
る
親
方
の
弁
。

回

に
厳
し
く
」
を
モ
ッ
ト

-
に
、
日
々
け
い
こ
に
励
む
玉

ノ
井
部
屋
、
相
撲
好
き
の
方
は

一
度
け
い
こ
場
を
の
ぞ
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

横綱千代 の富士の土俵入り

噴水と花壇の
美しい
千住公園

プ
ー
ル
の
あ
る
公
園
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
千
住
公
園

が
、
全
面
改
修
さ
れ
、
4

月
一
'一

日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

。

夏
に
は
、
チ
ビ
ツ
子
た
ち
の

水
遊
び
場
に
も
な
る
、
直
径
6

口
の
噴
水
池
が
中
央
に
。
噴
水

の
屋
根
に
は
、
4

つ
の
鐘
が
あ

り
、
9

時
・
1
2
時
・
3

時
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
ま
す
。

ギ

ど
も
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
お
と
し
よ
り
に
も
良
い
憩

い
の
場
が
で
き
ま
し
た
。
私
た

ち
も
大
切
に
使
い
た
い
」
と
地

元
町
会
の
富
田
さ
ん
。

こ
の
公
園
に
は
、
レ
ン
ガ
タ

イ
ル
や
ガ
ス
燈
風
の
照
明
な
ど

が
使
わ
れ
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気

も
漂
い
ま
す
。

住
宅
の
建
て
混
ん
だ
こ
の
地

域
の
オ
ア
シ
ス
へ
、
あ
な
た
も

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
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夏 に は 水 遊 び も で き る ソ


